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坪 井 誠 太 郎
昭和31年7月30日から8月3日まで,三朝温泉研究会*の主催,岡山大学 ･岡山県 ･鳥取県
の後援により,次に掲げる問題について討論するため,鳥取県三朝温泉地において,学術談話
会を開き,併せてこれらの問題に関係の深い鳥取 ･岡山両県下における2-3の地域に野外巡検
を行った.
討論題目 :
Ⅰ花梅岩に関する諸問題
Ⅰ 温泉に関する諸問題
Ⅱ ウラン鉱物及びウラン資源に関する諸問題
上の三つは互に相関達した問題である.殊に三朝地方においては,温泉は花尚岩中に包蔵さ
れており,成因上花尚岩の生成と密接な関係を有することが推察される.また,近年時代の光
を浴びて注目されている三朝附近のウラン鉱物及びウラン資源も,その本源は花尚岩にあるも
のとみられている. しかも,三朝温泉の泉質の問題はウランの問題と深い関連があると予想さ
れる.このようなわけで,上掲D三つの問題のいずれの一つを取 り上げても,必ず他 の二 つ
が関連してくるのであって,これが,これらの問題を一括して討論の題目としたゆえんで あ
る.そして,われわれは,このような問題に関心をもつ全国の研究者が一堂に会して研究を発
表し討論を行 うならば,これによって互に益するところの多大なるべきを思い,今回の学術談
話会と野外巡検とを企画したのである.幸に,この企てに対しては全国的の協力が得られ,請
地方から多数の有力な研究者の方々が会合に参加された.これは,主催者として誠に喜びに堪
えない次第である.
提出された論文は30崩に及ぶが,いずれも斯学上有益な参考文献たるべきものである.よっ
て,当研究所ではこれらを特集して逐次 や岡山大学温泉研究所報告〝に登載することゝした.
本号はすなわちその第1集である.ここに以上の由来を記してこの特集号の緒言とする.
*岡山大学温泉研究所所員中の有志ならびに所員外の温泉研究同好者をもって観織する私的の団体
ii
なお,今回の学術談話会及び野外巡検を支障なく遂行することができたのは,これに参加 さ
れた方々,ならびに種々の形でこの催しに協力された各方面の方々のお蔭によるのである.秩
に,世話人各位 (別掲記事参照)の御尽力は深く多とするところである.また,鳥取県 ･岡山
県 ･三朝町 ･倉吉市 ･積善会 ･天満屋 ･日本興池株式会社 ･ラジオ山陽 ･万成病院 ･日本板硝
子株式会社 ･小野田セメント株式会社 ･三朝旅館組合 ･三朝商業組合からは,この催しの遂行
に必要な経費の寄附,あるいはその他による御好意を恭くした.この機会に当り,主催者一同
を代表してこれらの方々に対し衷心感謝の意を表する.
